


















The View of Childhood in the Legislation Process of the “Law for Punishing Acts

























































































































































「恥ずかしさ」について語っている。また、平成 10年 4月 9日の参議院地方行政・警察









先述の平成 9年 4月 10日に開催された参議院厚生委員会で清水澄子は次のように述べて
いる。
いわゆる子どもは未来だ（平成 9年 4月 10日　参議院厚生委員会　清水澄子の発言）






























ている（平成 11年 4月 27日　衆議院「青少年問題に関する特別委員会」　参考人宮台
真司の発言）
　ここでは、それまでの ｢ 子どもは未来だ ｣や「次代を担っていく」といった一種感情論
的な子ども論からはなれて、児童の売買春が禁止されなければならない理由を、青少年期





















































て総員で可決され、翌平成 11年 4月 28日参議院本会議で可決・成立した。そして、平
成 11年 5月 11日から衆議院へ審議の舞台を移した。次に、衆議院での立法過程の分析
に移ろう。










































































　以上のような児童買春・児童ポルノ処罰法であるが、先の平成 11年 5月 14日の衆議
院法務委員会で総員の賛成を受け、同年 5月 18日の衆議院本会議でも可決された。そして、
平成 11年 11月 1日より施行されることとなった。では、この法律は、その後の国会の
中で、どのような形で審議に登場してくるのだろうか。



















































いわゆる ｢ 出会い系サイト ｣である．｢ 出会い系サイト ｣では，少女たち自らが援助交際
（売春）を呼びかけるという事態が続出している．これは児童買春・児童ポルノ処罰法
では想定されていなかった事態であり，警察当局も売春を呼びかけた少女に対する取り
締まりも強化するよう，方針を転換した．
（6）その代表的な例が少年法である．刑事罰が課せられる年齢が 16歳から 14歳に引き
下げられたのに対し，現在では 14歳未満でも少年院への送致が可能なよう，その改正
が検討されている．この立法過程を追うことは，子ども観研究にとってもきわめて重要
な作業となるだろう．
参考文献
林雅代「近代日本の『青少年観』に関する一考察」日本教育社会学会編『教育社会学研究』
第 56集 1995年　65-80頁
宮澤節生『法過程のリアリティ―法社会学フィールドノート―』信山社　1994年
元森絵理子「戦後日本における『子ども』の揺らぎと変容」日本教育社会学会編『教育社
会学研究』第 74集　2004年　209-228頁
中田周作「戦後日本における子ども観の研究―ベストセラー小説の分析を通して―」日本
子ども社会学会編『子ども社会研究』5号　1999年　56-68頁
大橋憲広他著『レクチャー法社会学』法律文化社　2001年
坂本桂鶴恵『〈家族〉イメージの誕生』新曜社　1997年
住田正樹研究代表『現代日本の「子ども観」に関する実証的研究』科学研究費補助金研究
報告書　2004年 2月
徳岡秀雄「米国における少年司法政策の動向と子供観・人間観の変化」日本教育社会学会
編『教育社会学研究』第 39集　1984年　18-31頁
矢島正見『少年非行文化論』学文社　1995年　325-340頁
